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● 11 ネームサーバ 1 ネームサーバ 1 の IP アドレス

●2  1ネームサーバ 2 ネームサーバ 2 の IP アドレス

●3  1ネームサーバ 3 ネームサーバ 3 の IP アドレス

●4  1設定変更 対象サーバの使用する DNS の設定を変更します。

●11
●22
●33

●44

DNS 設定
対象サーバの使用する DNS の設定をおこないます。
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1 DNS 設定のリスト画面より、「設定変更」をクリックします。

2 DNS 設定変更画面がポップアップしますので、入力項目を入力してください。

●a  aネームサーバ 1
ネームサーバ 1 の IP アドレスを入力します。

●b  aネームサーバ 2
ネームサーバ 2 の IP アドレスを入力します。

●c  aネームサーバ 3
ネームサーバ 3 の IP アドレスを入力します。

●d  a決定
クリックすると、DNS 設定を変更します。

●e  aキャンセル
DNS 設定変更をキャンセルし、この画面を閉じます。

3 決定ボタンをクリックしてください。

4 変更した DNS 設定を反映させるためサーバの再起動をしてください。

サーバの再起動手順は 48 ページの「サーバ再起動」を参照してください。

●bb

●dd

●cc

●aa

●ee

DNS 設定の変更手順



2
機
能
説
明

47

時刻設定タイプ
● 11 自動（NTP） NTP サービスを利用して時刻自動同期を行います。

●2  1手動 手動で日時・時刻を設定します。

1 時刻設定タイプを『 自動 (NTP) 』を選択します。

2 時刻同期を行う NTP サーバを入力します。
1 at+link 専用サーバサービスで提供している Adminaid では

デフォルト NTP サーバは 210.239.46.2 が設定されます。

3 NTP サービスとの時刻同期の更新間隔を設定します。
（例）毎日５時に時刻同期をおこないたい場合、以下のように設定します。

分 時 日 月 曜日
0 5 毎日 毎月 毎日

4 「更新」ボタンをクリックしてください。

1
2

3
4

●11 ●22

自動（NTP）利用手順

日付／時刻確認
対象サーバの時刻設定をおこないます。
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1 時刻設定タイプを『 手動 』を選択します。

2 現在の日付と時刻を入力します。

3 「更新」ボタンをクリックしてください。

■ 「サーバ再起動」をクリックしてください。

現在ログインしている全てのユーザが強制的にログアウトされます。
また、全てのサービスが再起動となりますのでご注意ください。

1
2

3

手動利用手順

サーバ再起動手順

サーバ再起動
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● 1  対象ログファイル
システムログフォルダ（/var/log）のファイルをリスト表示します。
表示したいログファイルを選択してください。

●2   検索キーワード
特定の文字列を含むログだけを出力したい場合、入力してください。

●3   検索
ログファイルを表示します。

出力結果が 1000 行を超える場合は、末尾の 1000 行のみ表示されます。
バイナリファイルを表示すると文字化けすることがあります。

キーワードを指定した場合の表示例

●1  

●2  ●3  

各種システムログを表示します。

9.  システムログ
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● 1  PID
プロセス ID

●2   プロセス
プロセスのコマンド名

●3   ユーザ
プロセスを実行したユーザ名

●4   通常終了
対象プロセスに TERM シグナルを送信する時に使用します。
一般的に TERM シグナルを受信したプロセスは 安全 に終了します。

●5   強制終了
対象プロセスに KILL シグナルを送信する時に使用します。
一般的に KILL シグナルを受信したプロセスは 強制的 に終了します。Kill を実行しても終了で
きないプロセスに対して使用します。

●6   HUP
対象プロセスに HUP シグナルを送信する時に使用します。
一般的に HUP シグナルを受信したプロセスは設定のリロードを行います。

●7   実行
各種シグナルを送信する場合に実行します。

●1  ●2  ●3  ●4  ●5  ●6  ●7  

プロセスの表示およびシグナル送信を行うことができます。

10.  プロセス管理
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1 終了させたいプロセスを選択します。

2 送信したいシグナルを【通常終了】【強制終了】【HUP】から選択し、クリックしてください。

3 「実行」をクリックします。

プロセスの終了は、"root 権限 " で実施します。
プロセスを終了させた場合、プロセスのデータが破損する可能性があります。

Kill シグナル選択例

ForceKill シグナル選択例

HUP シグナル選択例

プロセス終了手順
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● 1  アクセス環境
アクセスを許可する環境の情報を入力します。

●2   SSH
チェックした場合、「アクセス環境」に設定した環境からの SSH 接続を許可します。

●3   FTP
チェックした場合、「アクセス環境」に設定した環境からの FTP 接続を許可します。

●4   Telnet
チェックした場合、「アクセス環境」に設定した環境からの Telnet 接続を許可します。

●5   編集
アクセス環境の【SSH】【FTP】【Telnet】の設定を変更します。

●6   削除
対象のアクセス環境設定を削除します。

アクセス環境が設定されていない場合、at+link 環境からのみアクセス可能な設定となります。

Telnet サービスはデフォルト状態では無効になっています。Telnet サービスを有効にするには別途設定が必要です。

●1  ●2  ●3  ●4  ●5  ●6  

 アクセス環境
対象サーバの SSH、FTP、Telnet へのアクセス環境を設定します。

11.  アクセス環境
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1 「アクセス環境追加」をクリックします。

2 アクセス環境を入力します。アクセス環境は以下の
入力方式から入力してください。

IP アドレス形式 （例） 192.168.0.100
ネットワークアドレス形式 （例） 192.168.1.0/255.255.255.0

192.168.1.0/24
ドメイン形式 （例） example.co.jp

.example.co.jp
.test.example.co.jp

上記以外の入力方式では設定が行えません。

3 入力したアクセス環境からアクセスを許可するサービス【SSH】【FTP】【Telnet】をチェックし
てください。

4 「決定」をクリックします。

1 アクセス環境リストより、編集したいアクセス環境の「編集」をクリックします。

2 アクセス環境編集画面がポップアップしますので、入
力項目を入力してください。

3 決定ボタンをクリックしてください。

4 編集したアクセス環境はアクセス環境リストにて確認
することができます。

アクセス環境の変更はできません。

1

2

4

3

アクセス環境追加手順

アクセス環境変更手順
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1 アクセス環境リストから削除したい環境の「削除」をクリックします。

2 アクセス環境削除画面がポップアップします。

3 削除ボタンをクリックしてください。

4 アクセス環境リストより、対象アクセス環境が削除さ
れていることを確認することができます。

アクセス環境削除手順
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● 1  ユーザ
「コマンド」を実行するときのユーザ名です

●2   コマンド
スケジュールにて実行するコマンドです。

●3   分、時、日、月、曜日
コマンドを実行するスケジュールです。

●4   変更
対象のスケジュールの有効／無効を変更します。

●5   削除
対象のスケジュールを削除します。

●1  ●2  ●3  ●4  ●5  

サーバにて特定の処理をスケジューリングします。

12.  スケジューリング
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1 「スケジュール追加」をクリックします。

2 ユーザにコマンドを実行するユーザ名を入力します。

存在するユーザのみ入力可能です。
存在するユーザを入力しようとした場合、入力が補完されます。

3 実行するコマンドを入力します。

4 コマンドを実行するスケジュールを設定します。
分 毎分、もしくは 0 − 59 から選択します。

時 毎時、もしくは 0 − 23 から選択します。

日 毎日、もしくは 1 − 31 から選択します。

月 毎月、もしくは 1 − 12 から選択します。

曜日 毎日、もしくは日−土から選択します。

（例 1）毎日５時に実行したい場合、以下のように設定します。

分 時 日 月 曜日
0 5 毎日 毎月 毎日

（例 2）毎週水曜日の 6:30 に実行したい場合、以下のように設定します。

分 時 日 月 曜日
30 6 毎日 毎月 水

（例 3）毎月 1 日の 0 時に実行したい場合、以下のように設定します。

分 時 日 月 曜日
0 0 1 毎月 毎日

5 このコマンドの有効／無効を設定します。

有効 対象コマンドをスケジュールに従い実行します。

無効 対象コマンドをスケジュールに従い実行しません。

6 決定をクリックします。

スケジュールにて実行するコマンドの内容、もしくは実行頻度によってはサーバに負荷が
かかる場合があります。サーバの負荷状況を確認しながらスケジュール間隔を調整してください。

1

2
3

4
5

6

スケジュール追加手順
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1 スケジュールリストから対象スケジュールの有効／無効を切り替えます。

2 変更をクリックします。

■ スケジュールリストから削除したいスケジュールの「削除」をクリックします。

スケジュール変更手順

スケジュール削除手順
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● 1  システムドメイン
システムドメインを表示します。

●2   FQDN
FQDN を表示します。

●3   設定変更
システムドメインの設定を変更します。

●1  

●2  

●3  

システムのドメイン設定、バーチャルドメイン設定をおこなう場合に使用します。

 システムドメイン管理
システムのドメイン情報を表示します。

13.  ドメイン管理
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1 システムドメイン表示画面より、「設定変更」をクリックします。

2 システムドメイン設定画面がポップアップしますので、入力項目を入力してください。

●a  aシステムドメイン＊

システムドメインを入力します。

●b  aFQDN ＊

FQDN を入力します。
●c  a決定

クリックすると、システムドメイン情報を
変更します。

●d  aキャンセル
システムドメイン変更をキャンセルし、この画面を閉じます。

＊マークの入力項目は入力必須項目です。

各入力項目の入力仕様は 72 ページの「Adminaid 入力仕様一覧」を参照してください。

3 決定ボタンをクリックしてください。

4 サーバの再起動を実施してください。

サーバの再起動手順は 48 ページの「サーバ再起動」を参照してください。

●dd

●aa

●cc

●bb

システムドメイン設定変更手順
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● 11 バーチャルドメイン追加
バーチャルドメインを新規追加します。

●2  1ドメイン
追加したバーチャルドメインのドメイン名です。

●3  1編集
対象のバーチャルドメインの設定を変更します。

●3  1削除
対象のバーチャルドメインを削除します。

バーチャルドメイン機能は有料モジュールのため、バーチャルドメイン機能を使用するには
対応したライセンスを購入する必要があります。

■ バーチャルドメインが無効な状態
バーチャルドメインをを有効にするためのライセンス
適用については以下の URL より、ライセンスの申し込
みをしてください。
E メールでライセンスファイルを送付致します。
URL : https://www.atworks.co.jp/store/Send/

ライセンス更新手順は 66 ページの「ライセンス更新手順」を参照してください。

●11

●22 ●33 ●44

バーチャルドメイン管理
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1 「バーチャルドメイン追加」をクリックします。

2 バーチャルドメインの各種設定を入力します。

●a  aドメイン名
新規追加するバーチャルドメイン名を入力します。
ドメイン名を登録することで、FTP ユーザ名、FTP グループ名、ドキュメントルート、アク
セスログ、エラーログがドメイン名にあわせてデフォルト値を設定します。

●b  aドメイン説明
バーチャルドメインについての説明文を記載することができます。

●c  aIP アドレス
バーチャルドメインコンテンツに対応する IP アドレスを選択します。
デフォルト値は対象サーバの eth0 に該当する IP アドレスとなります。

●d  aFTP ユーザ名
作成するドメインの web コンテンツにアクセスする FTP ユーザ名を設定します。ドメイン名
を登録すると、ftp.【ドメイン名】という値がデフォルト値となります。

●ff
●gg

●bb

●ee
●dd

●aa

●cc

●hh
●ii

●jj

●kk
●ll
●mm

●nn
●oo
●pp

●qq
●rr

バーチャルドメイン追加手順
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●e  aFTP グループ名
作成するドメインの web コンテンツの FTP グループ名を設定します。
ドメイン名を登録すると、【ドメイン名】という値がデフォルト値となります。

●f  aFTP パスワード
FTP ユーザ名のパスワードを入力します。

●g  a再入力
FTP パスワードにて入力した文字列を再度入力します。

●h  aAdminaid ID
対象のバーチャルドメインだけを管理できるサイト管理者権限で Adminaid にログインする際
の ID を入力します。なお、ID の形式は、【Adminaid ID】@【ドメイン名】　となります。

●i  aAdminaid パスワード
Adminaid ID のパスワードを入力します。

●j  a再入力
Adminaid パスワードにて入力した文字列を再度入力します。

●k  aWeb
作成するバーチャルドメインにて web 機能を使用するかどうかを選択します。
デフォルトは有効です。Web を利用しない場合は無効を設定してください。

●l  aドキュメントルート
Web コンテンツの配置場所となります。ドメイン名を登録すると、/home/【ドメイン名】/
public_html という値がデフォルト値となります。

●m  aアクセスログ
Web コンテンツへのアクセスログの配置場所とログ形式を設定します。ドメイン名を登録する
と、/var/log/httpd/【ドメイン名】-access_log という値がデフォルト値となります。
ログ形式は combined がデフォルトとなります。
ログをアクセス解析に利用する場合は combined 形式にしてください。

●n  aエラーログ
Web コンテンツへのエラーログの配置場所とログ形式を設定します。ドメイン名を登録すると、
/var/log/httpd/【ドメイン名】-error_log という値がデフォルト値となります。

●o  aCGI 利用
web コンテンツにて CGI を利用するかどうかを選択します。デフォルトは有効です。

●p  aSSI 利用
web コンテンツにて SSI を利用するかどうかを選択します。デフォルトは有効です。

●q  aメール
対象バーチャルドメインにてメールを利用するかどうかを選択します。デフォルトは有効です。
メールを利用しない場合は無効を設定してください。

●r  aDNS
対象バーチャルドメインの DNS 設定を本サーバにて設定するかどうかを選択します。デフォ
ルトは有効です。別途 DNS サーバで管理する場合は、無効を選択してください。

3 「決定」をクリックし、新規追加を行います。
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1 バーチャルドメインのリストから対象バーチャルドメインの編集をクリックします。

2 バーチャルドメインの各種設定を編集します。編集可能な項目は以下のとおりです。
● aa ドメイン説明 ●b  aFTP ユーザ名 ●c  aFTP グループ名
●d  aFTP パスワード ●e  aAdminaid ID ●f  aAdminaid パスワード

3 決定をクリックし、編集を行います。

●ff

●bb

●ee

●dd

●aa

●cc

バーチャルドメイン編集手順
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1 バーチャルドメインのリストから対象バーチャル
ドメインの削除をクリックします。

2 対象ドメインであることを再度確認後、削除をク
リックします。

バーチャルドメイン削除を実施すると、【Web コンテンツ】
【ユーザ情報（メール情報）】【DNS 情報】を全て削除します。
この処理は元には戻せませんので、必要に応じて削除の前に
バックアップを取ってください。

1

2

バーチャルドメイン削除手順
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● 1  バージョン
現在適用されているライセンスのバージョン

●2   お客様番号
お客様の識別番号

●3   有効期限
現在適用されているライセンスの有効期限。

●4   ライセンスファイル
新しいライセンスファイルを選択する。

●5   送信
ライセンスファイル情報を送信する。

●1  
●2  

●3  
●4  

●5  

 ライセンス管理
Adminaid のご利用ライセンスを更新します。

14.  Adminaid 管理
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1 以下の URL より、ライセンスの申し込みをしてください。
E メールでライセンスファイルを送付いたします。
URL : https://www.atworks.co.jp/store/Send/
およそ 10 秒後、自動的に Adminaid からログアウトされます。

フル機能ライセンスをお求めの場合、必ずお客様番号をお知らせください。

2 弊社から受け取ったライセンスファイルを確認してください。
ライセンスファイルのファイル名は以下のような名前になっています。

ライセンスファイル名：XXXXXXXXYYYYMMDD.lic

XXXXXXX お客様番号

YYYYMMDD ライセンスの有効期限

a

3 「参照」を押し、受け取ったライセンスファイルを選択してください。

4 「送信」を押します。

5 ライセンスファイルの正当性が確認できた場合、新しいライセンスを更新するため、
およそ 10 秒後、自動的に Adminaid からログアウトされます。

10 秒経過後も自動的にログアウトされない場合、右上の「ログアウト」を押し、Adminaid からログアウトしてください。
ログアウトしないと新しいライセンスが反映されません。

6 ログアウトしましたら、再度 Adminaid にログインしてください

7 ログイン後、有効期限が更新されていることを確認してください。

3
4

ライセンス更新手順
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● 11 アクセス環境
アクセスを許可する環境

●2  1アクセス環境追加
アクセスを許可する環境を追加します。

●3  1削除
対象のアクセス環境設定を削除します。

アクセス環境が設定されていない場合、全ての環境からアクセスが可能な状態となります。
外部からのアクセスから守るためアクセス環境の設定をおこなってください。

【アクセス環境追加 】にて最初から入力されている IP アドレスは現在のクライアントのネットワーク情報です。
アクセス管理にて別ネットワーク設定を行いますと、現在接続している環境から接続できなくなりますので、
最初に自クライアントを許可してください。

●11

●22

●33

アクセス管理
本管理ツールの管理画面へのアクセス環境を設定します。
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1 「アクセス環境追加」をクリックします。

2 アクセス環境を入力します。アクセス環境は以下の
入力方式から入力してください。

IP アドレス形式 （例） 192.168.0.100
ネットワークアドレス形式 （例） 192.168.1.0/255.255.255.0

192.168.1.0/24
ドメイン形式 （例） example.co.jp

.example.co.jp
.test.example.co.jp

上記以外の入力方式では設定が行えません。

3 「決定」をクリックします。

4 追加したアクセス環境がアクセス環境リストに表示されていることを確認してください。

1 アクセス環境リストより、削除したいアクセス環境の「削除」をクリックします。

2 アクセス削除画面がポップアップしますので、対象アクセス環境であることを確認してください。

●a  aキャンセル
アクセス環境削除をキャンセルし、この画面を閉じ
ます。

●b  a削除
クリックすると、アクセス環境を削除します。

3 削除ボタンをクリックしてください。

1

2

3

●bb●aa

アクセス環境追加手順

アクセス環境削除手順
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1 【現在のパスワード】に現在の管理者パスワードを入力します。

2 【新しいパスワード】に新しい管理者パスワードを入力します。

3 【再入力】にて新しい管理者パスワードを再入力します。

4 「変更」ボタンをクリックしてください。

パスワード変更後は一旦ログアウトします。新しいパスワードにて再度ログインしてください。

＊マークの入力項目は入力必須項目です。

各入力項目の入力仕様は 72 ページの「Adminaid 入力仕様一覧」を参照してください。

1
2
3

4

パスワード変更手順

パスワード変更
本管理ツールにログインしている管理者パスワードを変更します。
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1 「Adminaid を更新」ボタンを押下します。

2 新しい Adminaid に更新するため、およそ 10 秒後、自動的に Adminaid からログアウトされます。

10 秒経過後も自動的にログアウトされない場合、右上の「ログアウト」を押し、Adminaid からログアウトしてください。
ログアウトしないと新しい Adminaid が反映されません。

3 ログアウトしましたら、再度 Adminaid にログインしてください

4 ログイン後、バージョンが更新されていることを確認してください。

本管理ツールのバージョンを表示します。また、Adminaid の更新を行います。

バージョン更新手順

バージョン
Adminaid のバージョンを確認、及び Adminaid の更新を行います。



入力項目仕様

付録Ａ
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 Ⱚ  ユーザ管理

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

ユーザ追加

ユーザ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

パスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

パスワード（再入力） 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

グループ 選択 ● Adminaid 利用者が
認識可能なグループ

アカウント
（メールアドレスの @ より前） 自由入力 RFC に準拠 1 32

メールドメイン
（メールアドレスの @ より後） 選択

ログイン可 ON/OFF

FTP 可 ON/OFF

ユーザ編集

ユーザ名 入力不可 ※１

パスワード 自由入力
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

パスワード（再入力） 自由入力
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

グループ 選択 ● Adminaid 利用者が
認識可能なグループ

アカウント
（メールアドレスの @ より前） 自由入力 RFC に準拠 3 32

メールドメイン
（メールアドレスの @ より後） 選択

ログイン可 ON/OFF

FTP 可 ON/OFF

グループ
追加 グループ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

メール転送
（編集）

転送先メールアドレス 自由入力 RFC に準拠 3 255 ※２

転送メール保管 ON/OFF

（※１） 変更不可　（※２） 転送先に指定できるメールアドレスの数に制限はなし

 Adminaid 入力仕様一覧
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ⰪⰪ Web サーバ

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

基本設定
（編集）

ドキュメントルート 自由入力 ● 半角英数字 1 255

アクセスログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

ログフォーマット 選択 ●
“combined”、“common”、

“referer”、“agent”

エラーログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

CGI 利用 ON/OFF

SSI 利用 ON/OFF

最大接続数 自由入力 ● 0 ～ 9 1 5

同時接続数 自由入力 ● 0 ～ 9 1 5

バーチャル
ホスト

（追加）

ドメイン名 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

ホスト説明 自由入力

IP アドレス 選択 ● ※１

ドキュメントルート 自由入力 ● 半角英数字 1 255

アクセスログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

ログフォーマット 選択 ●
“combined”、“common”、

“referer”、“agent”

エラーログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

CGI 利用 ON/OFF

SSI 利用 ON/OFF

バーチャル
ホスト

（編集）

ドメイン名 入力不可 ※２

ホスト説明 自由入力

IP アドレス 選択 ●

ドキュメントルート 自由入力 ● 半角英数字 1 255

アクセスログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

（※１） サーバの eth0 の IP アドレス　（※２） 変更不可
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ⰪⰪ DNS サーバ

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

ドメイン追加

ドメイン 自由入力 ● RFC に準拠 3 200

IP アドレス 選択 ● ※１

ドメイン説明 自由入力 任意

ドメイン編集

ドメイン説明 自由入力 任意

TTL 自由入力 ● 0 ～ 9 - -

Refresh 自由入力 ● 0 ～ 9 - -

Retry 自由入力 ● 0 ～ 9 - -

Expire 自由入力 ● 0 ～ 9 - -

Minimum 自由入力 ● 0 ～ 9 - -

リソースレコード情報 自由入力 ●

（※１） サーバの eth0 の IP アドレス

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

バーチャル
ホスト

（編集）

ログフォーマット 選択 ●
“combined”、“common”、

“referer”、“agent”

エラーログ 自由入力 ● 半角英数字 1 255

CGI 利用 ON/OFF

SSI 利用 ON/OFF

アクセス
解析

（編集）
利用状況 選択

ⰪⰪ メールサーバ

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

ドメイン追加
ドメイン名 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

ドメイン説明 自由入力 - -
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ⰪⰪ システム管理

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

DNS 設定

ネームサーバ 1 自由入力 IP アドレス、
あるいはドメイン形式と同様 3 63

ネームサーバ 2 自由入力 IP アドレス、
あるいはドメイン形式と同様 3 63

ネームサーバ 3 自由入力 IP アドレス、
あるいはドメイン形式と同様 3 63

日付／時刻設定

時刻設定タイプ 選択

自
動

NTP サーバ 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

分 選択 “ 毎分 ”、“0” ～ “59”

時 選択 “ 毎時 ”、“0” ～ “23”

日 選択 “ 毎日 ”、“1” ～ “31”

月 選択 “ 毎月 ”、“1” ～ “12”

曜日 選択
“ 毎日 ”、“ 日 ”、“ 月 ”、“ 火 ”、
“ 水 ”、“ 木 ”、“ 金 ”、“ 土 ”

手
動

日付 自由入力 ● 0 ～ 9、- / ※１ - -

時刻 自由入力 ● 0 ～ 9、: - -

（※１） 実際は日付として認識できるものであれば OK

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

ドメイン編集
ドメイン名 入力不可 ※１

ドメイン説明 自由入力 0 ～ 9 - -

（※１） 変更不可

ⰪⰪ システムログ

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

ログ検索
対象ログファイル 選択

検索キーワード 自由入力 任意 - -
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ⰪⰪ スケジューリング

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

一覧 有効 ON/OFF

スケジュール
追加

ユーザ 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

コマンド 自由入力 ● 半角英数字 1 255

分 選択 “ 毎分 ”、“0” ～ “59”

時 選択 “ 毎時 ”、“0” ～ “23”

日 選択 “ 毎日 ”、“1” ～ “31”

月 選択 “ 毎月 ”、“1” ～ “12”

曜日 選択
“ 毎日 ”、“ 日 ”、“ 月 ”、“ 火 ”、
“ 水 ”、“ 木 ”、“ 金 ”、“ 土 ”

有効 ON/OFF

ⰪⰪ アクセス環境

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

アクセス
環境追加

アクセス環境 自由入力 ● IP アドレス、あるいは
ドメイン形式と同様 3 63

SSH ON/OFF

FTP ON/OFF

Telnet ON/OFF

アクセス
環境編集

アクセス環境 入力不可 ※１

SSH ON/OFF

FTP ON/OFF

Telnet ON/OFF

（※１）変更不可
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ⰪⰪ ドメイン管理

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

システム
ドメイン編集

システムドメイン 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

FQDN 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

バーチャル
ドメイン追加

ドメイン名 自由入力 ● RFC に準拠 3 255

ドメイン説明 自由入力 任意 - -

IP アドレス 自由入力 ●※１ “ * ” 一文字か 0 ～ 9、. / 1 31

FTP ユーザ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

FTP グループ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

FTP パスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

FTP パスワード
（再入力） 自由入力 ●

a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Adminaid ID 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

Adminaid パスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Adminaid パスワード
（再入力） 自由入力 ●

a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Web 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

ドキュメントルート 自由入力 ●※１ 半角英数字 1 255

アクセスログ 自由入力 ●※１ 半角英数字 1 255

ログフォーマット 選択
“combined”、“common”、

“referer”、“agent”

エラーログ 自由入力 ●※１ 半角英数字 1 255

CGI 利用 ON/OFF

SSI 利用 ON/OFF

メール 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

DNS 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

（※１） Web が有効の場合
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機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

バーチャル
ドメイン編集

ドメイン名 入力不可 ※１

ドメイン説明 自由入力 任意 - -

IP アドレス 入力不可 ※１

FTP ユーザ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

FTP グループ名 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

FTP パスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

FTP パスワード
（再入力） 自由入力 ●

a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Adminaid ID 自由入力 ● a ～ z、0 ～ 9、_ . $ - 1 32

Adminaid パスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Adminaid パスワード
（再入力） 自由入力 ●

a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

Web 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

メール 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

DNS 選択 “ 有効 ”、“ 無効 ”

（※１）変更不可

ⰪⰪ Adminaid 管理

機能 項目名 入力方式 必須 入力可能
長さ

備考
最小 最大

アクセス管理 アクセス環境 自由入力 ● IP アドレス、
あるいはドメイン形式と同様 3 63

パスワード
変更

現在のパスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

新しいパスワード 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32

再入力 自由入力 ●
a ～ z、0 ～ 9、_ ! # $ % &
( ) * / : ; ? @ [ ] { } + < = >

1 32
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メモ
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